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研究成果の概要（和文）：言語的背景の異なる学生が、理工学部系情報学科おける専門課程での学習おいては、
専門用語の日本語の質が違っているために、通常の日本語学習だけでは理解が難しい。そのためコンピュータシ
ステムを利用した学習支援が必要である。本研究課題では、日本語学習者向け専門課程の学習支援として、①専
門課程の講義で出てくる用語の学習を、学習曲線の推定と可視化による学習システムを構築、②プログラミング
学習において、処理手続きの手順を学習するプログラム作成の考え方の学習支援システムの構築、③講義の評価
として自由記述アンケートから評価されるキーワードの抽出や講義の評価を行える手法について提案を行った。

研究成果の概要（英文）：For students with different linguistic backgrounds study in the specialized 
courses in the Science and Technology Department of Informatics, because the quality of the Japanese
 language of the technical terms is different, it is difficult to understand only by normal Japanese
 language learning. Therefore, learning support using a computer system is required. In this 
research subject, the following three were performed as learning support of the specialized course 
for Japanese language learners. (1) To build a learning system by estimating and visualizing 
learning curves by learning the terms appearing in lectures in specialized courses, (3) Extraction 
of keywords that are evaluated from free-form questionnaires as evaluation of lectures and lecture 
evaluation methods.

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学習者のレベルを推定には学習曲線を利用するが、専門用語の学習ことを目的として、学習中の正答率から学習
曲線のパラメータを更新することで、独自の単語の学習のシステムの提案を行った。学術的には目的を絞った学
習曲線の更新を提案した。
また、アルゴリズムの学習として、手続きの並べ替えによりアルゴリズムの学習が行えるシステムを開発した。
手続きの自動生成が課題で、講義資料のような関連するドメインにあわせた手続きの生成が必要である。これに
対してニューラルネットワーク翻訳の最終層での単語生成確率のパラメータ調整により、ある程度の生成が実現
可能となり、ドメイン依存の言語生成の手法を提案した。












